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地球温暖化に伴 う熱帯域 の 対流特性変化

三木友梨紗 （筑波大院生命環境）・植 田宏昭 （筑波大学生命環境系）

1 ．　 研究の 背景 と目的

　気候 の 温暖化に伴 う降水特性 の 変化 と して 、現

在湿潤で あ る地域 は よ り湿潤 に な り、 現在乾燥 し

て い る 地域 は よ り乾燥す ろ と予測 され て い る

（Sun　 et　al ，2007 ； Huang　 et 　 al ．2013）。 また 、

温暖化時の 対流圏上 部で の 顕著な昇温は、大気 の

安定度を増大 させ 大気循環 は結果 と して 弱化す

る とされて い る （IPCC，2013）。こ の よ うな温暖

化傾 向に 加 え、赤道付近で の 大気海洋相互 作用 の

周期変動は対流 トレ ン ドやそ の 空 間 パ ター ン に

大き く影響 を与え る 。

過去 20 年で は年平均地 上気温 が CMIP5 モ デル の

予測 に反 し て 上 昇 し て お らず、東部太平洋 の 海面

表層 にお ける冷却偏差は ラ ・ニ
ー

ニ ャ 型の 変動パ

タ
ー

ン を示 し て い る、こ れ らは Walker 循環の 強

化 とも整合的で あ り、
これ ま で に提唱され た メ カ

ニ ズ ム の 中で 、海洋 に よ る熱吸収仮説が広 く受け

入 れ られ て い る （Mheel　et 　al ．2014 ； England 　et

al ．　2014）。

近年観測 され て い る ウ ォ
ー

カ
ー
循環 の 変動は、温

暖化時に予測 され て い る も の とは整合的で なく、

モ デル 不確実性 へ の 課題 が残 され て い る 。
こ の よ

うな疑問 へ の ア プ ロ
ー

チ と して 、熱帯域で の 降水

変動に つ い て 、空間均質性 の 高い 衛星観測データ

を用 い て 対 流 シ ス テ ム の 変化 とい う視点 か ら の

調査が ある。そこ で 本研究で は、熱帯域 にお け る

対流変動を、外 向き長波放射 （OLR）を用 い て対

流活動の視点か ら調査す るこ とを 目的 とする。さ

ら に 海洋 内部 の 貯熱 量や 大 気上 層で の 偏差 を検

証 し、熱帯対流 トレ ン ドと の 整合性 を調査す る 。

2 ．使用データお よび解析手法

　1981年 1 月 1 日〜2013年 12月 31 日の 期間を

対象 とし、NOAA （National　Oceanic　 and

Atmospheric 　Administration）に よる全球 2．　S°

格子 の 日 ・丹平均 OLR データ よ り ト レ ン ドの 空間

パ タ
ー

ン 、強度 ・頻度な どの 対流特性を調査 し た。

海洋貯熱量 は Ishii　 and 　Kimoto （2009） を利用 し

た 。 本研究で は
、

ハ イ エ イ タ ス 期間を 1999−2013

年 と し、
1979 −1993 年 か らの 偏差 を検討 し た。

3 ．結果と考察

　OLR ト レ ン ドの 空 間分布 を調査 し た と こ ろ、海

洋大 陸な どの 定 常的 に 対流が 活発 で あ る 地域に

お い て 対流 が 活発傾 向 に あ る こ とが分か っ た。温

暖化時の wet 　 get　wetter パ ターン と整合的 で は

あ る が 、Walker 循環 弱化 とは 整 合的 で な い
。

Walker 循環 の 強化傾 向は近 年 の 温 暖化 ハ イ エ イ

タ ス に伴 う大気 ・海 洋 の 変動 が強 く影響し て い る

と考え られ る。強対流 （OLR ＜200　w ／m2 ） に限定

して 出現頻度 ト レ ン ドの 空間分布 を調査 し た と

こ ろ、対 流活 動の 変動パ タ
ー

ン と
一．t

致 し て い る こ

とが示 され 、変動が大きい 地域で 強対流 の 増減が

推察 され る。

　 ハ イ エ イタ ス 期 の 海洋貯熱量 は 、深 部 200m の

西太平洋で 昇温偏差、東太平洋で 冷却偏差が見 ら

れた。こ れ ほ England　 et 　al ．（2014） の モ デル 出

力結果 とほ ぼ
一

致 し て お り、海洋 内部にお ける熱

の 蓄積が 再解析 デー
タ にお い て も示 された。
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図 1．深度 200m に お ける ハ イ エ イ タ ス 期

（1999・2013）の 海洋貯熱量偏差 （× 1022J）．
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